
学生向け「現代の子育て講義」
ニーズ調査～速報値～
NPO法人ファザーリング・ジャパン 次世代パパママ育成検討チーム
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本アンケートについて

 変化の大きい時代において、いわゆる「仕事上のキャリア」だけではなく、
「結婚から出産、子育てなどのライフイベント」において、ライフ教育の
機会を学生に提供することが必要ではないかと考えています。令和時代の
学生さん達の考えを知るため、NPO法人ファザーリング・ジャパン 次世
代パパママ育成検討チームが実施するものです。

 アンケート実施期間：2021年10月1日～12月28日

 アンケート対象：学生

 アンケート有効回答数：343件
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１，性別をおしえてください
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２，在学属性を教えてください
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３，在学先の学校名を教えてください。

 ICU、お茶の水女子大学大学院、愛媛大学、沖縄国際大学、開邦高校、

 九州産業大学、駒澤大学、国際基督教大学、埼玉大学、三育学院大学、

 山梨大学、昭和女子大学、上智大学、横浜立野高等学校、神奈川大学、

 聖心女子大学、青山学院大学、跡見学園女子大学、専修大学、創価大学、

 早稲田大学、大妻女子大学、知念高等学校、中央大学、長崎国際大学、

 帝京大学、東京医療保健大学、東京大学大学院、徳島大学、南九州大学、

 日本大学、武蔵野美術大学、明治大学、國學院大學、

３４大学以上（未記入校除く）
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４，今現在の子育てのイメージについて
教えてください。

6

5割以上が
子育てにネガディブ
なイメージを持って
いる
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５，近い将来のご自身の結婚についてどんな
イメージがありますか？

7

６割が
結婚して子ども
がほしいと思ってい
る
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６，性別役割分業の意識（夫は外で働き，
妻は家庭を守るべきである）について

どちらかというとそう思わない（性別役割分
業ではなくなってきた）

そう思わない（もうそんな時代ではない）

その他

8

85％は性別役割
分業の意識ではな
くなっている
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７，将来のご自身の子育てについてどん
なイメージがありますか？
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８，ご自身が結婚した場合、専業主夫・
専業主婦になりたいですか？
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９，ご自身が結婚した場合、パートナーに専業
主夫・専業主婦になってほしいと望みますか？
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10，子どもが産まれたら育児休業を取得
したいですか？
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11，結婚～出産～子育てなどについて学べる
講座・研修（ライフ教育）があれば受講してみ
たいと望みますか？

13

71％がライフ教育
を受けたいと望んで
いる。
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その他



12，11のような講座や研修以外に何かライフ教育を
受けたことがある、または参加しことがある場合、
それはどのような物か教えてください。

 LGBTのライフ教育や結婚、

 ゼミナールで家事育児について扱っていて、文献を読んでプレゼンしたり、その発表の場に本を書いた教授の方が来てお話をしたりいた
だきました。

 まだそのような経験はありませんでしたが、今後機会があれば参加してみたいと思いました。

 "ライブイベントに関する授業です。学生時代の恋愛や、ジェンダー観について学びました。

 育休の問題は扱う機会が少なかったです。"

 ライフ教育の定義がわからないのですが、子育てに関する授業や男女共同参画センター主催の講義の受講経験はあります。

 学校でシングルマザーの生活についてのお話を聞きました。

 産婦人科の子育て説明会

 子どもの教育について

 子育て中のストレス管理や子供・パートナーとの向き合い方について。

 市役所のインターンに参加し、子育て支援の部署でお話を伺いました。

 思春期ピア養成講座

 女性のキャリア形成について

 大学で、女性のキャリアと家庭についての授業を履修していたことはあります。
14Copyright (C) 2022 NPO法人ファザーリング・ジャパンall rights reserved.



13，このアンケートについてのご意見な
どがあればお願いします（自由記述）

 ５の結婚に関するアンケートで、「結婚する」と「子供が欲しい」というのはかなり別々のことなので、いささか答
えづらい問答言葉だと感じました。というのも、結婚と子供の出産をセットにする考え方はあまりよくないとも感じ
ているからです。また昨今は、事実婚や通い婚や同性婚ないしパートナーシップの考え方が普及しているかと思いま
すので、結婚制度に自分も身を投じるかどうかもかなり様々な意見があるかと思います。集計や分析のコストなどを
考えてのことでしたら申し訳ないのですが、それでも個人的にそこは一緒にしてはいけない気がしました。参考にな
れば幸いです。

 9は兼業主夫というオプションも入っていると選択しやすいかもしれません。

 アンケート、応援しております。

 そもそも自身の結婚や子どもを持つということ自体に対してイメージがつきにくい。大学以前の教育において、自分
のライフプランについて考えるような機会がなかった気がする。小学校や中学校のような初等教育の段階からライフ
教育が行われるべきだと感じる。

 ダブルワークが多い都会よりも、まだまだ性別役割分業の意識が強い田舎にも意識が変わると嬉しいなと考えていま
す。

 もっと男性が育休を取れるようになってほしい！一人一人の考え方を変えて子育ては夫婦でするものという意識に変
わって言って欲しい

 高校生くらいから結婚・子育てについて具体的に考えるようになった。将来のことを考えると結婚はするべきなのだ
ろうけど、子どもが欲しいという願望が自分にあるのか、正直分からないままである。
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13，このアンケートについてのご意見な
どがあればお願いします（自由記述）

 子どもが欲しいという理想はありますが出産するのが怖いです。現実的に考えて離婚したらどうしよう。やお金足り
るのかな。子どもを幸せにしてあげられるのかな。といろいろ考えてしまいます。妻は家庭に入り、夫は外で働くと
いう概念を変えたいです。

 自身の回答のレパートリーが少なくて、他の意見を排除している。5番の質問が、結婚しなくても子供が欲しい人がい
た場合答えられない。パートナーが同性の場合の質問も準備していいと思う。

 女性ですが子育てに対してネガティブなイメージしかないです。子育てと言うよりは子どもという未知の生命体への
恐怖がすごいあります。遠くで眺める分には良いけど育てたいとは思わないです。

 性別役割分業、専業主婦などについてはその状況によりけりな部分があるので私ははっきりとした意見はない。私と
似た意見の人、家庭環境もあるかもしれないのでそれらを含めたアンケートがあればいいと思った。理由を自由記述
するなどがいいと思った。

 大学生にはまだ先の話と思ってしまう。

 男性の子育てに関する意識が変わってきているということを理解することができた。

 男性目線の子育てに関する話に興味が湧きました。
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